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7 バセ ドウ病初診患者の不安に関する研究
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ほ 的】バセ ドウ病来泊療愚者の約 40%に不

安,うつ状態を認める.感情安定作用が甲状腺機

能改善に有効であるとされ,当院にて検討を行っ

た.

【方法】莱治療の バ セ ドウ病患者の治療はMMI

30mg/目で開始 し,FT4を指標として増減を行っ

た,不安検査はSTAlくstate-traitanxietyinven-

toTy)を用 いて治療前,後 確と8週目に評価 した.

観察群Å群とSTAIでの不安評価が高い患者の中

から,パ ロキセチン20mg内服に同意 した B群

に分けて検討 した.

E結果】14名 (A群 il名,B群 3名)が参加.

初診時平均 fr4はA帯5.9mg/dl,B群 5.7mg/dl,

特性不安はA群 46.5,B群 60,7,状態不安はA群

略 B群 59.3であった.8週 目平均 fT射まA群

1.98ng/ml,B群 1.3mg/dl.特産不安 と状態不安

は両群 ともに改善を認めた.嶺週目でfF魂が正常

化した割合はA群 37.5%,B群 100%で,8週目

ではA群 55.6%であった.
●

【考察】薬物を用いた感情安定効果は,維持療

法までの時間が短く,甲状腺機能の安定化に貢献

した 不安状態の評価と介入が有用であると考え

た.

8 TSAb.TSIi:ヽbの変動を繰り返す難治性バセ

ドウ病に対 しアイソ トープ治療が有効であっ

た 1例
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症例は 49歳,女性.バセ ドウ病寛解 に は到 ら

ず,MMI少量で経過観察 していたが,甲状腺自

己抗体は高値が持続.2007年夏,ス トレス (御主

人の病気,地震)が重なり,精神的に不安定にな

り,体重減少,甲状腺腫太を認めた.TRabの急激

な増加と,エコーで著明な甲状腺腫太と燃え盛る

よ うな血流増加 を認め,TSBabの出現 (TSabと

共存 ) を認 めた.以後,短期間にTSab,TSBab抗

体価 の変動 を繰 り返 し,甲状腺ホルモンもめまぐ

る しく変動,コン トロ-ルに苦慮 した.以上から

難治性バセ ドウ病と考え,アイソ ト-プ治療を選

釈.2009年 12月,外来で ま3.5mCi投与した.そ

の後は甲状腺腫の縮小 を認め,ホルモンは安定

化,患者 さんのコンプライアンスの向上をもたら

した.

本症のように甲状腺腫が大 きく,TRab高値

(TSab,TSBab共存)の難治性バセ ドウ病患者に

対 しては積極的にアイソ ト-プ治療を検討すべ

きと考えられた.
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